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Ⅰ．はじめに
（公財）日本体育協会公認アスレティックトレーナー
（Japan Sports Associate-Athletic Trainer；以下JASA-
AT）の役割として「１．スポーツ外傷・障害の予防」「２．
スポーツ現場における救急処置」「３．アスレティックリ
ハビリテーション」「４．コンディショニング」「５．測
定と評価」「６．健康管理と組織運営」「７．教育的指導」
の７項目が定められている１）．本学アスレティックトレー
ナーコースは，（公財）日本体育協会公認スポーツ指導者
養成講習会免除適応コースとして承認されており，上記
の役割を担うJASA-ATの資格取得を目指す学生への付帯
教育を行っている．鍼灸学および柔道整復学を基盤とし
た「医療」に加えて，公認スポーツ指導者共通科目・ア
スレティックトレーナー専門科目に準ずる「スポーツ医
科学」を学ぶことで，学生時代により幅広い知識や経験
を得ることができ，その活躍の場は広がると期待できる．
アスレティックトレーナーとは，スポーツの現場にお
いて選手やチームの健康管理を担う専門家であり，数多
くの職務を背負っている．また，その職務範囲は広く，
スポーツ医学やスポーツ科学の専門的な知識・技術を持
ち合わせていなければならない２）．そのため，学内の講
義・演習で学んだことをスポーツ現場での経験値として
蓄積していくことは必要不可欠であり，このことが将来
スポーツ現場や医療現場で活躍するための礎になるとも
考えられる．本学では（公財）日本体育協会が定める180時
間の現場実習の他に，希望する学生にはスポーツフィー
ルドに出て現場研修を出来る機会を提供している．本稿
は2013年８月10日（土）～13日（火）に開催された高校生・
大学生を対象としたバスケットボールサマーキャンプで
のトレーナーサポート活動について報告し，本学アスレ
ティックトレーナーコースが取り組んでいる活動につい
ての基礎資料とすることを目的とした．
Ⅱ．トレーナーサポートの概要
１．名　称：SENDAI　サマーキャンプ
２．期　間：平成25年８月10日（土）～13日（火）
３．会　場：仙台市立仙台高等学校，東北文化学園大学
４．主　催：SENDAI　サマーキャンプ 実行委員会
５．参加校：高校12チーム，大学１チーム
６．サポートメンバー：
東京有明医療大学　学生12名
（３年生：５名，２年生：７名）
花田学園　学生７名
指導教員４名（JASA-AT　資格保有者）
７．サポート内容
　　１）チームへの帯同トレーナー
　　２）試合コートでの会場トレーナー
　　３）トレーナーステーションでのコンディショニ
ングおよび救急処置
Ⅲ．サポート活動報告
１．チーム帯同トレーナーとしての活動
参加校13校のうち５校においてチームによる活動を行っ
た．チーム帯同としての主な活動は「傷害への対応」，「コ
ンディショニング」，「教育的指導」であった．
「傷害への対応」については，選手のスケジュールに合
わせ，限られた時間の中で外傷・障害がある選手を評価・
処置しなければならない．また，監督に選手の状況を説
明するコミュニケーション能力が求められることを実感
した．監督から選手を試合で使えるのかどうかトレーナー
としての意見を求められることもあり，傷害の程度だけ
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図１　試合前のウオーミングアップ（左）とクーリングダウン（右）の指導
ではなく，どのレベルまでの運動が可能なのかという判
断力を求められた．
選手に対する「コンディショニング」については，ウォ
ーミングアップとクールダウンを主に担当した（図１）．
ウォーミングアップでは，トレーナー自身が試合に向け
ての気持ちをしっかりと作った状態で臨むことが大切で
あり，選手の身体だけでなくモチベーションも同時に高
めていく技法も必要であると感じた．クーリングダウン
においては，１日に複数の試合を行うスケジュールの中
で，いかに疲労を軽減した状態で試合に臨めるようにで
きるかが求められた．スポーツ現場におけるコンディショ
ニングでは，疲労物質の除去と回復の促進，試合に向け
た身体作りやモチベーションの作り方など，選手一人ひと
りに応じたサポートを提供する知識と技術が求められた．
「教育的指導」については，試合以外の時間管理や栄養
補給（食事／補食）・水分補給の指導といった，試合以外
における選手の管理を行った．時間管理においては，選
手に対する伝え方が重要であると感じ，具体的指示を出
すことにより選手のスムーズな行動に繋げることができ
ること学んだ．また，本キャンプは８月の開催というこ
ともあり，定期的かつ適切な水分補給を促し，熱中症を
予防することもトレーナーの重要な役割であった．
最後に，チーム帯同トレーナーとして最も重要だと感
じたことは，監督や選手の要求にいかに応えられるかと
いうことである．トレーナーとして，監督や選手が要求
する内容を共有できていなければならない．そのために
は，チームスタッフとしてのコミュニケーションが必要
となってくるので，知識や技術だけではなく，コミュニ
ケーションスキルを身につけていくことはとても重要で
あると実感した．今後も多くのことを吸収していけるよ
う，常に学ぶ姿勢を持って努力していきたい．
２．会場トレーナーとしての活動
会場トレーナーは１コートにつき１～２名ずつ配置さ
れ，試合中に生じた事故や傷害に対する処置を行った．
会場トレーナーは，選手や各チームから一目でわかるよ
うにコートサイドに立つ際にビブスを着用した（図２）．
試合中はコート全体を見渡し，選手の安全性を観察した．
外傷が発生した際には，審判またはチームからの要請
を受けた場合にのみコートに入り，搬送と手当てを行っ
た．チームから選手の処置を要求された場合には，会場
に設営されたトレーナーステーションへ移動し，評価と
処置を行った．試合ではコンタクトプレーによって発生
する打撲が多く見られた．また時節柄，高温の体育館の
中での開催であったため，熱中症の症状も散見された．
会場トレーナーは試合をよく観察し，事故や傷害が発生
した際には落ち着いた行動をする中で，適切かつ素早い
判断能力が必要であると感じた．
３．トレーナーステーションにおける活動
各会場に設営されたトレーナーステーションでは，主
にコンディショニングサポート（テーピング，ストレッチ
図２　コートサイド（壁側）で試合全体を見守る会場トレーナー
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図３　トレーナーステーション（左）と選手への問診（右）
指導など）と救急処置（RICE処置）を行った．トレーナー
は選手の状態を評価した上で，各選手に必要なサポート
を提供した．記録用紙には学校名，氏名，学年の他に，
既往歴，外傷・障害の部位，受傷機転，対応，指導内容
を記録した（図３）．
大会日程が進むにつれて，トレーナーステーションで
RICE処置やコンディショニングのサポートを受ける選手
が多くなった（図４）．大会４日目は１会場で午前中だけ
の試合日程であったため，利用件数は大会３日目に比べ
て減少した．利用者数が増加していった理由として，連
日の試合による疲労の蓄積やトレーナーブースにおける
活動が選手やチームに認知されたことが考えられる．ト
レーナーステーションでは一過性の処置だけでなく，選
手に対して教育的指導の一環としてセルフコンディショ
ニング（自己管理）の意識を高めていくことが重要である
と感じた．
１）テーピングサポートの利用者状況
トレーナーステーションにてテーピングサポートを提
供した．テーピング利用件数は４日間で80件であり，最
も多かった部位は下腿（17件／21%）であった．下腿に次
いで，膝（16件／20%），足関節（13件／16%）と下肢のテー
ピングが多かった（図５）．下腿や膝ではコンタクトプレー
より発生した「打撲」が多く見られた．また，ボールを
使用する競技特性から突き指の症状も散見された．高校
生は身体の発達により体格が大きくなる一方で個体差も
図４　トレーナーステーションの利用件数 図５　テーピングの部位と件数
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生じ，小さな接触プレーでも大きな怪我に繋がると考え
られた．また日を追うごとに選手の疲労は蓄積され，傷
害発生やテーピング件数が増えたことに関与しているの
ではないかと推察された．
２）RICE処置の利用者状況
トレーナーステーションで対応した救急処置は，現存
する傷害に対するものであった．救急処置としてはRICE
処置によるものを基本とし，患部の安静・冷却・圧迫・
挙上を実施した．部位ごとにみると，膝（12件／23%），大
腿（11件／21%），下腿（10件／19%），足関節（５件／10%）と，
下肢に対する処置が多かった（図６）．このことから，ト
レーナーは帯同する競技の特性を十分理解することに加
えて，その競技特性から起こり得る傷害についての十分
な知識と技術が必要であると感じた．また，選手の試合
会場の環境を把握し，何らかの危険があれば常に選手に
声をかけていかなければならないことを学んだ．
４．選手の健康管理についての対策と対応事例
１）暑熱環境下における予防と対策
真夏の暑い体育館での熱中症対策として，各会場の気
温および湿度を携帯型熱中症指数計DH-02（モトデザイン
株式会社製）を用いて１時間ごとに測定した．また，（公
財）日本体育協会が示す熱中症予防運動指針３）を確認し，
各会場にどれだけ熱中症のリスクがあるかということを
把握し，帯同チームやトレーナーステーションに来た選
手・チームスタッフへの注意喚起を行った．
大会期間中の仙台高校体育館の４日間の平均気温は34.2
℃であり，日ごとの平均気温は８月10日が35.7℃，11日が
34.0℃，12日が34.1℃，13日が32.5℃であった（図８左）．
仙台高校体育館の気温は，11時ごろから急激に上昇し，
13時～14時が最も暑く，その後徐々に下降した．東北文
化学園大学体育館の３日間の平均気温は29.0℃であり，日
ごとの平均気温は10日が28.2℃，11日が29.2℃，12日が
29.4℃であった（図８右）．
湿度に関しては，仙台高校体育館の４日間の平均湿度
が51.4％であり，日ごとの平均湿度は８月10日が49.7％，
11日が61.1％，12日が45.0％，13日が47.5％であった（図９
左）．仙台高校体育館の湿度は11時頃から上下はあるが，
ゆるやかに下降していた．東北文化学園大学体育館の３
日間の平均湿度は74.2％で仙台高校よりも全体的に高い
傾向を示し，日ごとの平均湿度は８月10日が74.8％，11
日が85.4％，12日が63.1％であった（図９右）．
収集した気温と湿度の記録を（公財）日本体育協会の熱
中症危予防運動指針３）と携帯型熱中症指数計が示す熱中
症危険指数で確認すると，ほとんどの時間帯が「危険」
もしくは「厳重警戒」に該当した．実際に，仙台高校は
蒸し暑く感じられ，動いていなくても汗が出てくるほど
であった．また，４日間の大会期間中に２件の熱中症が
発生したが，どちらも午後の暑い時間帯で気温は35℃以
上，湿度は約50％であった．
今回，気温と湿度の計測を行った場所は体育館２階観
客席に設営されたトレーナーステーションであり，選手
が活動する１階コートの環境と全く同じではなかった．
そのため，体育館の１階コート上で計測すると，選手の
汗や呼気，熱気などで気温・湿度ともにより高い値を示
す事が推察された．バスケットボールは室内競技であり，
屋外と比べて気温・湿気ともに環境面での条件を最適に
するには限界はある．そのため，水分補給を積極的に促
すことはもちろん，選手のコンディショニングにも十分
注意して，トレーナーが選手の動きや顔色をよく観察す
ることが大切であると感じた．また，サマーキャンプの
運営にあたっては，体育館フロアの各コートには扇風機
が常時設置されており，環境面に対する配慮も重要であ
ることを学んだ．トレーナーだけでなく，選手自身が熱
中症の危険性や予防法を知り，積極的に水分補給や体温
調整ができるように教育的指導を行うことが重要である
図７　選手に対するテーピング（左）とRICE処置（右）
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と感じた．
２）熱中症発症時における対応事例
＜熱中症の発生環境について＞
◦発生日時：８月10日（土），15：00～16：30の試合（チー
ムとしては２試合目），相手チームは強豪校であった．
◦発生場所：仙台高校体育館　Ａコート（図10）
◦トレーナー：普段からチームに帯同している専属トレー
ナー１名および学生２名
◦試合環境：気温は36.2度，湿度は47％
◦試合前の環境：チームは10：30から１試合目を行い，
その後屋外で昼食をとり，２試合目に備えていた．休
憩場所は日陰が限られており，直射日光にさらされて
いる選手もみられた．
＜熱中症に対する経過と処置について＞
①熱中症を発症した選手は，第３クウォーターから途中
出場した．出場直後から左下肢に違和感があるように
感じた．
②出場から約５分で左下肢に筋痙攣が発生し，その後，
両下肢の筋痙攣へ移行した．
③専属トレーナーの要請により，学生がアイスパックを
所持して処置に向かった．
④意識はハッキリとしていて，会話は可能であった．
⑤専属トレーナーの指示により，下腿に対してストレッ
チとアイシングを行った．経口補水液の摂取を行い，
頸部および両下肢へのアイシングを続けた．
⑥手部のシビレと筋痙攣が発症し，トレーナーが手部へ
のストレッチ行った．同時に，腋窩および鼠径部への
アイシングを行った．
⑦様態は一旦回復するが，体を動かすと再び筋肉に痙攣
を生じる不安感があり，そのまま経過観察を行った．
図10　体育館で開催されるバスケットボールの試合風景
図８　仙台高校体育館（左）および東北文化学園大学体育館（右）の気温推移
図９　仙台高校体育館（左）および東北文化学園大学体育館（右）の湿度推移
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⑧再び両下肢および手部の筋痙攣とシビレが発生した．
⑨筋痙攣の発症から約10分後，症状の改善が見られなかっ
たため，監督と専属トレーナーの相談により救急車の
要請を行った．
⑩救急車の要請から約10分後，救急隊員が到着し，専属
トレーナーおよび学生が搬送の補助を行った．
熱中症の発生時，当初は疲労による筋痙攣であると考
えていた．しかし，専属トレーナーの要請により選手の
もとへ向かうと，両下肢とも筋痙攣を発生していた．選
手の顔色には異常はなく，会話は可能であった．熱中症
の中でも「熱けいれん」は，痛みを伴う筋痙攣（こむら返
りのような状態）がみられることが特徴である．「熱けい
れん」の原因として，大量に汗をかいた状態で水だけ補
給して血液中の塩分濃度が低下することがあげられる３）．
「熱けいれん」は生理食塩水（0.9％食塩水）など濃いめの
食塩水の補給や点滴により回復すると言われている３）が，
今回は安全性を考慮して救急車を要請した．今後は熱中
症に対する正しい知識を身につけたうえで予防に取り組
み，現場で発生時には冷静な判断と行動ができるように
していきたい．
Ⅳ．終わりに
今回のトレーナー活動は，東京有明医療大学アスレテ
ィックトレーナーコースと花田学園アスレティックトレー
ナー専攻科の学生が合同で行ったサポート事業であった．
そのため，普段から面識のないメンバーと連携・協力し
ながら活動していくことで，自身の現状や課題を再確認
できる機会となった．毎日のサポートを終えた後には全
体ミーティングを行い，１日の振り返りと実施したサポー
ト内容の共有を行った（図11左）．ミーティングの中でも
大学生と専門学校生の間では活発な意見交換がなされ，
日を追う事にスムーズなサポートの運営が可能となった．
このように，学外で活動を行う経験や専門学校と連携し
て事業を展開していく機会は重要であり，学生の学習意
欲と経験値を向上させる原動力になると考えられる．将
来，幅広い分野で活動できる鍼灸師，柔道整復師の礎に
なるよう，付帯教育の中では今後も様々なスポーツ現場
でのサポート活動を行っていきたい．最後に，本研修へ
意欲的に参加してくれた学生とご支援いただいた大学に
敬意と感謝を表したい，本当にありがとうございました．
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